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長
い
歳
月
と
お
金
を
か
け
育
て
て
き

た
町
の
財
産
と
も
い
え
る
職
員
を
こ
の

よ
う
な
事
件
で
失
う
の
は
悔
し
い
限
り

で
す
。

　
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
職
員
の
倫
理
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

Q　
平
成
５
年
に
も
役
場
職
員
が
収
賄

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
の
事
件
か
ら
今
回
の
事
件
が
起

き
る
ま
で
の
31
年
間
、
職
員
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
づ
け
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
し
た
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
ま
ず
は
町
議
会
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
を
失
う
事
態
を

招
い
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
31
年
前
の
事
件
を
知
る
職
員
も
今
で

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
令

和
元
年
度
に
管
理
職
を
対
象
に
、
令
和

３
年
度
に
全
職
員
を
対
象
に
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
件
を
受
け
、
こ
の
程
度
で

は
職
員
の
意
識
づ
け
に
足
り
な
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り
、
事
件
の
再
発
防
止
の

た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
、
内
容
説
明
会
と
顧
問
弁

護
士
に
よ
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
札
や
指
名
に
関
す
る
事
務

の
適
正
化
に
も
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

とよころとよころ
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９
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９
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収
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収
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は
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令
和
６
年
第
３
回
定
例

会
は
、
９
月
10
日
か
ら
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
補
正
予
算

な
ど
８
件
の
議
案
審
議
を

行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
12
日　
２
日
目
は
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
及
び

６
特
別
会
計
の
決
算
認
定

を
行
い
ま
し
た
。

　
19
日　
最
終
日
は
３
名

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
書
１
件

に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

後
ご と う

藤 孝
た か お

夫 議員

Q 相談体制や通報制度の整備は

組織全体で意識共有し整備するA

Q　
様
々
な
対
策
を
考
え
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
人

間
関
係
の
し
が
ら
み
や
馴
れ

合
い
、
誘
惑
を
職
員
個
人
の

意
識
だ
け
で
断
ち
切
る
の
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
間
の
弱
さ
を
理
解
し
た

上
で
、
職
員
の
相
談
体
制
や

情
報
通
報
の
仕
組
み
を
整
備

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
職
員
に
は

も
っ
と
地
域
と
関
わ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、

職
員
と
し
て
の
立
場
で
地
域

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
悩

む
職
員
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
相
談
し
や
す
い
環
境
を
組

織
全
体
で
つ
く
り
ま
す
。

Q　
刑
が
確
定
し
た
場
合
、
当

該
職
員
に
は
ど
の
よ
う
な
処
分

が
科
さ
れ
ま
す
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
禁
錮
刑
以
上

の
刑
に
よ
り
有
罪
が
確
定
し
た

場
合
、
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

き
失
職
し
ま
す
。

　
法
律
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処

し
ま
す
が
、
当
該
職
員
が
30
年

町
の
た
め
に
働
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
残
念
で

な
ら
な
い
気
持
ち
で
す
。

Q　
組
織
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の

監
督
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
は
自
ら
に
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
科
し
ま
す
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
当
該
職
員
の

刑
が
確
定
次
第
、
私
自
身
の
処

分
に
つ
い
て
改
め
て
議
会
に
提

案
し
ま
す
。

※　
９
月
20
日
の
判
決
公
判
で

有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
こ

の
14
日
後
に
判
決
が
確
定
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
第
３
回
臨
時
会
で

町
長
、
副
町
長
の
給
与
を
減
額

す
る
豊
頃
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

Q　
自
衛
隊
が
採
用
活
動
で
使
用
す
る

名
簿
を
町
は
ど
の
よ
う
に
提
供
し
て
い

る
の
で
す
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
自
衛
官
等
募
集
事
務

に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
法
で
市
町
村
の

法
定
受
託
事
務
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
法
施
行
令
で
は
、
防

衛
大
臣
は
自
衛
官
等
の
募
集
に
関
し
必

要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
都
道
府
県
知

事
又
は
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
報

告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
に
よ

り
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
個
人
情
報
を
デ
ー
タ
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
提
供
す
る
個
人
情
報
は
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
基
本
４
情
報

で
す
。

　
な
お
、
自
衛
隊
法
施
行
令
の
規
定
に

該
当
し
な
い
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
に

よ
る
情
報
提
供
を
し
た
場
合
に
は
、
閲

覧
状
況
を
広
報
紙
等
で
公
表
し
て
い
ま

す
。

Q　
個
人
情
報
を
提
供
さ
れ
た
く
な
い

町
民
の
権
利
を
保
障
す
る
仕
組
み
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
道
内
で
も
い
く
つ
か
の
市
町
村
で
、

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
を
し
て
、
希
望

し
な
い
方
に
つ
い
て
申
し
出
を
受
け
て

い
る
事
例
が
あ
る
よ
う
で
す
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
個
人
情
報
の
提
供
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
法
律
に
基
づ

き
適
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
個
人
情
報
の
提
供
を
希
望

さ
れ
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
岩
井
議
員
か
ら
お
話
の
あ
っ
た
他
市

町
村
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
い わ い

井 明
あきら

 議員

Q
法
に
基
づ
き
対
応

本
人
の
意
思
で
提
供
し
な
い
仕
組
み
も
検
討

自
衛
隊
へ
の
町
民
の
名
簿
提
供
の
対
応
は

A

一般質問は議員３名が登壇

コンプライアンス研修の様子

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
９
月
定
例
会　

一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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Q　
今
年
の
３
月
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、
現
在
の

進
捗
は
い
か
が
で
す
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
令
和
６
年
３
月
に「
地

球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
、
事
業
者
、
町
が
一
体
と
な
っ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
計
画

で
す
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
合
わ
せ
て
表

明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
、
計
画
の
初
期
段
階
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
事
業
者
に
脱
炭

素
と
は
何
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
気
象
問
題
に
つ

い
て
の
講
演
や
太
陽
光
発
電
や
電
気
自

動
車
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
の
た
め
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
推
進
加
速
化
事
業
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

改
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
周
知
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

A　
按
田
町
長

按
田
町
長　
啓
発
活
動
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
大
崎
議
員
の
提
案
も
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大
お お さ き

崎 英
ひ で き

樹 議員

Q
初
年
度
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
や
啓
発
事
業
な
ど
を
実
施

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
後
の
進
捗
状
況
は

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入

�

４
９
１
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
を
機
械
で
読
み
込
み
、

各
種
申
請
書
等
に
氏
名
や
住
所
な
ど

を
印
字
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
来
庁
者
の
方
は
同
じ
こ
と
を
何
度

も
書
か
ず
に
各
種
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
記
入
内
容
の
確
認
に
か
か

る
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
効
率

よ
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

導
入
に
よ
る
効
果
は

Q　
小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　
書
か
な
い
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ど
の

く
ら
い
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
か
。

A　
家
族
で
転
入
手
続
き
す
る
場
合
、

平
均
１
時
間
５
分
か
か
る
と
こ
ろ
を
、

30
分
程
度
に
短
縮
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

A

一般質問とは…
　議員が町長をはじめ
とする執行機関に対し、
事務の執行状況や将来
の方針などについて質
問したり、報告、説明
を求めたりすることです。
　内容は町政全般にわ
たり、執行機関に町民
の声を届ける大切な機
会です。

　令和６年度一般会計のほか、
介護保険特別会計、医療施設特
別会計、簡易水道事業会計補正
予算を審議し、いずれも原案ど
おり可決しました。

� （万円未満四捨五入）

会計ごとの補正額 補正額 予算総額
一般会計 9,442�万円 56億8,974�万円

特
別

介護保険 1,578�万円 ３億9,409�万円
医療施設 1,734�万円 １億80�万円

事
業 簡易水道 収益的支出 30�万円 ２億5,779�万円

資本的支出 1,602�万円 ２億5,933�万円

補正予算

本
町
の
ヒ
グ
マ
対
策
は

Q　
後
藤
議
員

後
藤
議
員　
連
日
の
よ
う
に
ク

マ
の
出
没
や
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
ヒ
グ
マ
出
没
時
の

対
応
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A　
今
年
度
、
本
町
で
は
11
件
の
ヒ

グ
マ
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
十
勝
総
合
振
興
局
か

ら
示
さ
れ
た
「
十
勝
地
域
ヒ
グ
マ
対

策
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ヒ
グ
マ
を
発
見
し

た
と
き
は
、
池
田
警
察
署
、
十
勝
総

合
振
興
局
と
情
報
共
有
し
、
豊
頃
町

猟
友
会
へ
駆
除
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

速
や
か
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
防
災
無
線
や
消
防
署

広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小

中
学
校
の
登

下
校
に
関
係

す
る
場
合
は

教
育
委
員
会

へ
情
報
提
供

し
ま
す
。

水
産
資
源
回
復
支
援
事
業

�
�

補
助
金

�

２
２
１
万
円

　
時
化
で
減
少
し
た
ホ
ッ
キ
の
漁
獲

量
を
回
復
さ
せ
る
事
業
に
補
助
し
ま

す
。

　
ホ
ッ
キ
成
貝
６
ト
ン
の
購
入
費
用

の
う
ち
、
５
分
の
２
を
町
で
負
担
し

ま
す
。次

年
度
以
降
の
対
応
は

Q　
小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　
今
年
度
限
り
の

補
助
で
資
源
は
回
復
し
ま
す
か
。
次

年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

A　
５
年
か
け
て
も
と
の
漁
獲
量
ま

で
回
復
さ
せ
る
計
画
で
す
。
ま
ず
は

令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
支
援
を

行
い
ま
す
が
、
支
援
方
法
は
単
年
度

ご
と
に
検
討
し
ま
す
。
令
和
９
年
度

以
降
の
支
援

に
つ
い
て
は
、

ホ
ッ
キ
の
資

源
回
復
の
状

況
を
み
て
再

協
議
し
ま
す
。

持
続
的
畑
作
生
産
体
制
確
立

緊
急
支
援
事
業
補
助
金

�
３
，
５
０
８
万
円

　
て
ん
菜
か
ら
小
豆
な
ど
需
要
の
高

い
作
物
へ
の
転
換
や
省
力
機
械
の
導

入
な
ど
の
取
組
に
補
助
し
ま
す
。

輪
作
体
系
へ
の
影
響
は

Q　
小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　
事
実
上
の
て
ん

菜
減
反
政
策
で
す
が
、
輪
作
体
系
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A　
事
業
実
施
前
の
令
和
３
年
度
と
比

較
し
て
今
年
度
ま
で
に
て
ん
菜
の
作
付

面
積
は
約
４
割
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
農
協
や
農
済
と
連
携
し
て

輪
作
体
系
を
維
持
し
長
く
営
農
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

豊
頃
医
院
運
営
交
付
金

�

１
，
６
８
２
万
円

　
豊
頃
医
院
と
大
津
診
療
所
の
事
業

収
支
の
赤
字
を
補
填
す
る
た
め
に
交

付
金
を
支
出
し
ま
す
。

（
医
療
施
設
特
別
会
計
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金

�

１
０
９
万
円

　
北
海
道
猟
友
会
池
田
支
部
豊
頃
部

会
に
対
し
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
実
績

に
応
じ
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。大

幅
な
増
額
補
正　
駆
除
の
状
況
は

Q　
後
藤
議
員

後
藤
議
員　
前
年
度
決
算
と
比

較
し
て
奨
励
金
は
23
％
増
、
有
害
鳥

獣
処
理
委
託
料
は
58
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
大
幅
な
増
額
の
理
由
と
駆
除
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A　
有
害
鳥
獣
の
駆
除
頭
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
７
月
末
時
点
で
ヒ
グ
マ
２
頭
、

エ
ゾ
シ
カ
は
昨
年
同
月
比
１
．
２
倍

の
６
６
５
頭
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
の
予
想
を
上
回
り
、
奨
励
金

は
す
で
に
予
算
の
７
割
を
支
出
し
、

委
託
料
も
当
初
予
算
の
９
割
を
支
出

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
月
ま
で
行
わ
れ
る
一
般
駆

除
と
年
明
け
か
ら
実
施
す
る
一
斉
駆

除
で
不
足
が
見
込
ま
れ
る
分
を
増
額

し
ま
す
。

ヒグマ目撃件数

R元 R2 R3 R4 R5 ※R6

3
6

2 2

11 11

※ R6年は９月時点の件数

ホッキ漁のようす

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
補
正
予
算

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問
‐
補
正
予
算

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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認定

歳入
65億674万円

歳出
63億9,262万円

町税
5億7,985万円
（8.9%）

町税
5億7,985万円
（8.9%）

総務費
11億9,246万円
（18.7％）

総務費
11億9,246万円
（18.7％）

民生費
7億2,912万円
（11.4％）

民生費
7億2,912万円
（11.4％）

衛生費
２億7,720万円
（4.3％）

衛生費
２億7,720万円
（4.3％）

農林水産業費
5億1,115万円
（8.0％）

農林水産業費
5億1,115万円
（8.0％）

商工費
２億5,339万円（4.0％）
商工費
２億5,339万円（4.0％）※万円未満を四捨五入しています。※万円未満を四捨五入しています。

土木費
10億5,485万円
（16.5％）

土木費
10億5,485万円
（16.5％）

消防費
3億7,248万円
（5.8％）

消防費
3億7,248万円
（5.8％）

教育費
13億4,696万円
（21.1％）

教育費
13億4,696万円
（21.1％）

災害復旧費
547万円（0.1％）
災害復旧費
547万円（0.1％）

公債費
5億8,535万円
（9.1％）

公債費
5億8,535万円
（9.1％）

議会費
6,419万円（1.0％）
議会費
6,419万円（1.0％）

繰入金・繰越金
5億2,874万円（8.1%）
繰入金・繰越金
5億2,874万円（8.1%）

諸収入・財産収入ほか
3億3,708万円（5.2%）
諸収入・財産収入ほか
3億3,708万円（5.2%）

自主財源
町で集めたお金

14億4,567万円
（22.2％）

自主財源
町で集めたお金

14億4,567万円
（22.2％）

依存財源
国や道、借入に頼るお金
50億6,107万円

（77.8％）

依存財源
国や道、借入に頼るお金
50億6,107万円

（77.8％）

地方交付税
26億5,261万円
（40.8%）

地方交付税
26億5,261万円
（40.8%）

町債
11億1,538万円
（17.1%）

町債
11億1,538万円
（17.1%）

国・道支出金
10億8,129万円
（16.6%）

国・道支出金
10億8,129万円
（16.6%）

地方譲与税・交付金ほか
2億1,179万円
（3.3%）

地方譲与税・交付金ほか
2億1,179万円
（3.3%）

　地方交付税をはじめとする依存財源が
約８割を占めています。

　教育費が歳出全体の2割を占
めています。
　豊頃小学校改修事業で8億
5,227万円を支出しています。

　令和５年度一般会計ほか６つの
特別会計の歳入歳出決算は、町監
査委員の決算審査意見書とともに
議会に提出され、本会議において
審議を行った結果、いずれの会計
も認定することに決定しました。

グラフでみる
� 一般会計決算の内訳

決算認定とは
　議会が、一会計年度の歳入歳出予算の執行の実
績である決算について、その内容を審査した上で、
収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうかを
確認することをいいます。
　長は、監査委員の審査意見を付けて、次年度の
当初予算を審議する会議までに、決算を議会の認
定に付さなければならないものとされています。

Q　令和４年度、５年度と地方債が増えたのはなぜ？
A　教育や道路整備を中心に投資を行ったためです。
　具体的には小中併設新校舎の建設や津波緊急避難路の整備
などを行いました。その財源の一部として借り入れしています。

Q　財政状況は大丈夫？
A　良好な状態です。
　「健全化判断比率」とよばれる地方公共団体の財政状況を
客観的に表す４つの指標を用いて監査委員が審査しましたが、
いずれも基準を下回り健全な財政状況であることを確認しま
した。

令和令和55年度年度
各会計の各会計の
� 決算� 決算をを

財
政
は「
良
好
」

令和5年度豊頃町の「健
全化判断比率」は、広
報とよころ10月号で
公表されています。

令和元年度

地方債

過去5年間の地方債と基金残高はいくら？

基　金

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
※万円未満を四捨五入しています。

70億円

60億円

50億円

40億円

令和5年度末の残高は（一般会計）
地方債　64億9,102万円
基　金　59億7,103万円

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
令
和
５
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
令
和
５
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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決
算
審
議

審
議
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
の
他
の
審
議
内
容
は
会
議
録
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ　
費
用
対
効
果
は

　
Q　
小
笠
原
議
員　
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
託
料
３
０
０
万
円
、
延
べ

参
加
者
数
で
割
る
と
１
人
あ
た
り
約
４
万
円
と
非
常
に
高
価
で
す
。
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
A　
昨
年
度
は
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
作

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
４
回
実
施
し
、
延

べ
81
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
豊
頃
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
に
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
の
作
成

を
通
じ
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
強
み
、

弱
み
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
町
の
魅
力

を
外
部
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
確
か
に
参
加
人
数
で
割
る
と
割
高
に

感
じ
て
い
ま
す
。
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
で
周
知
し
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の

年
代
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
作
成
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ

プ
の
中
心
を
開
け
た
ま
ま
、
え
る
夢
館

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
に
自
由
に
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
提

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
小
中
学
校
や
町
内
の
各

サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

く
予
定
で
す
。

� （万円未満四捨五入）
令和５年度各会計収支 歳　　入 歳　　出 差　　引

一般会計 65億674万円 63億9,262万円 １億1,412万円

特別会計

国民健康保険 ５億14万円 ４億9,262万円 752万円
介護保険 ４億396万円 ３億8,577万円 1,819万円

後期高齢者医療 7,126万円 7,109万円 17万円
医療施設 8,915万円 8,860万円 55万円
簡易水道 ３億690万円 ２億9,392万円 1,298万円

公共下水道 ２億5,959万円 ２億5,471万円 488万円

その他の議案　全て原案どおり可決しました。
〇条例改正　３件（※いずれも紙の保険証が廃止されることによる改正です。）
・豊頃町乳幼児等医療費給付条例の一部改正について
・豊頃町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部改正について
・豊頃町国民健康保険条例の一部改正について
〇物品の取得　１件
・津波救命艇　１艇

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書
　産業厚生常任委員会で審議し、岩

いわい
井明

あきら
産業厚生常任委員長から提

案説明された上記の意見書案は、原案どおり可決され、関係省庁・
機関に提出されました。

提案説明する岩井明委員長

える夢館に掲示されているビジョンマップ

次
の
議
案
を
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

▼
豊
頃
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
特
別
措
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
受
託
収
賄
事
件
に
お
け
る
組
織
の
管

理
監
督
上
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
２
か
月
分
を

次
の
と
お
り
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
町　
長　
１
０
０
分
の
20

　
副
町
長　
１
０
０
分
の
10

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
大
津
地
域
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
の
た
め
、
観
光
客
向
け
駐
車
場
を

整
備
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
豊
頃
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

５
，
２
６
６
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。
主
な
補
正
内
容
は
観
光
施
設
整
備

事
業
５
，
２
５
７
万
円
で
、
大
津
地
域

の
駐
車
場
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
令
和
６
年
度
豊
頃
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

45
万
１
千
円
を
追
加
し
ま
す
。
介
護
保

険
料
賦
課
誤
り
に
関
連
し
て
、
賦
課
徴

収
費
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

（
10
月
10
日
開
催
）

第
３
回
臨
時
会

姉妹都市交流　
　９月21日（土）開催のとよころ産業まつりに、相
馬市からは高玉良一議長ら、滑川市からは尾崎照雄議
長らが来賓として来町されました。
　まつり当日は、秋鮭の即売やつかみ取り等のイベン
トを見学されたのち、本町理事者、議会議員等と交流
を深められました。

議員が行った質問や提言が、町政にどのように反映されたのか。
これまでの質問などから一部を取り上げ、その後を追跡します。

令和５年12月定例会

大
おおたに
谷友

とものり
則議員の一般質問

帯状疱疹は早めの予防が大切ですが、ワクチンは高額
です。町民が健康に過ごせるようにワクチン接種に対
し助成できませんか。

　50歳以上の町民を対象に、発症予防効果の高い不活化ワクチンの接種費用を助成して
います。２回の接種が必要で、46,560円かかるところ、10,000円で接種が受けられます。
　町民の皆さんの関心が予想以上に高く予約枠が埋まってしまったため、新たに枠を
増やし対応している状況です。

令和６年４月から
帯状疱疹ワクチンへの助成を開始

帯状疱疹ワクチンへの助成を

ワクチンが高額なことは認識しています。
十勝管内でも２町がすでに助成しています。
国も定期接種することを検討しています。
国や他市町村の動きを見て前向きに検討します。

Q

A

現在は

一
般
質
問

�

そ
の
後
を
追
跡
！

産業まつり開会式のようす（左から尾崎議長、
黒川産業民生部長、高玉議長、阿部副市長）

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
第
３
回
臨
時
会　

ほ
か

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
決
算
審
議
▽
そ
の
他
議
案
▽
意
見
書

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は　

　
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
へ
住
民

票
を
異
動
し
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活

動
や
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
着

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
１

年
か
ら
３
年
の
間
活
動
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
兵
庫
県
出
身
の

夫
婦
２
名
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
今

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
豊
頃
町

の
風
土
に
あ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ

ー
の
開
発
や
試
験
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
大
阪
の
百
貨
店
の
催
事

で
は
、
移
住
相
談
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
将
来
の
起
業
を

見
据
え
て
、
カ
レ
ー
喫
茶
の
試
験
営

業
や
学
習
塾
の
開
設
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
面
白
農
業
組

合
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｚ
」
と
し
て

農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
加
工
品
販
売

を
行
う
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
、
本
町
と
教
育
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
東
京
学
芸
大
学
の
学

生
２
名
が
今
年
度
新
た
に
地
域
づ
く

り
推
進
員
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
彼
女
ら
は
豊
頃
小
中
併
設
校
で
の

教
育
活
動
を
主
軸
に
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
協
力
な
ど
で
活
躍
し
、
関
係
人
口

創
出
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

◆
町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ

い
て
、
い
ま
だ
皆
さ
ん
に
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
の
秋

に
町
民
向
け
の
活
動
報
告
会
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
委
員
か
ら
の
意
見

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
町
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
が
必
要
。

・
多
く
の
町
民
が
様
々
な
機
会
に
お

い
て
、
地

域
お
こ
し

協
力
隊
員

と
の
交
流

を
持
て
る

よ
う
工
夫

が
必
要
。

　
豊
頃
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
が

主
催
す
る
作
況
調
査
に
同
行
し
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
作
物
ご
と
の
作
況
は

　
て
ん
菜
は
降
雨
の
影
響
で
、
は
種

作
業
が
一
時
遅
れ
ま
し
た
が
、
移
植
・

直
播
と
も
に
順
調
に
生
育
し
て
い
ま

す
。

　
馬
鈴
薯
は
、
６
月
初
め
の
遅
霜
に

よ
り
生
育
が
一
時
停
滞
し
、
そ
の
後

も
高
温
少
雨
の
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
生
育
は
平
年
並
み
で
す
。

　
豆
類
は
、
好
天
の
た
め
平
年
よ
り

５
日
早
い
開
花
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、

少
雨
の
影
響
を
強
く
受
け
た
圃
場
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
遅
霜

で
ま
き
直
し
を
行
っ
た
圃
場
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
後
好
天
が
続
き
生
育

は
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
ま
す
。

◆
ま
と
め

　
調
査
日
現
在
の
作
況
は
以
上
の
と

お
り
で
す
が
、
異
常
気
象
や
病
害
虫

な
ど
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
安
定
的
な

収
量
確
保
の
た
め
に
は
計
画
的
な
農

業
基
盤
整
備
事
業
を
継
続
し
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
本
格
的

な
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
農
作

業
事
故
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
指

導
の
徹
底
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

各
常
任
委
員
会
で
町
の
課
題
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

報
告
書
全
文
は
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総務
文教

産業
厚生

・更なる関係人口創出に期待
・町のサポート体制の充実を

高温少雨の影響を受けつつも、
おおむね平年並みに生育

地域おこし協力隊の活動状況　を調査

農作物の作況　について調査

７/18

８/21

産業まつり出店時のようす

圃場視察のようす

　
７
月
２
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
）
で
開
催
さ
れ
、

全
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
気
象
予
報
士
の
森
朗
氏
に
よ
る
気
候

変
動
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
元
衆
議
院
議
長
の
大
島
理
森

氏
か
ら
、
人
口
減
少
問
題
に
お
け
る
市

町
村
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
、

議
員
そ
れ
ぞ
れ
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
に
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
（
札
幌
市
）
で
開
催
さ
れ
、
議
会

広
報
特
別
委
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所

の
金
井
茂
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、
読
者

に
読
ま
れ
る
議
会
報
の
企
画
と
編
集
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
議
会
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
報
を

企
画
編
集
し
て
い
き
ま
す
。

〔
９
月
〕

６
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　
（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

12
日　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　
（
令
和
５
年
度
決
算
認
定
）

19
日　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　
（
一
般
質
問
、意
見
書
、そ
の
他
）

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〔
10
月
〕

４
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

７
日　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
長
研
修
会　
～
上
士
幌
町

10
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
第
３
回
臨
時
会

19
日　
互
産
互
生
連
携
都
市
交
流（
～
20
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
茨
城
県
筑
西
市

25
日　
札
幌
豊
頃
会
（
～
26
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
札
幌
市

30
日　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
員
研
修
会　
～
清
水
町

　
　
　
◎
今
後
の
予
定

〔
11
月
〕

９
日　
東
京
豊
頃
会
（
～
10
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
東
京
都

12
日　
全
国
議
長
大
会
（
～
13
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
東
京
都

26
日　
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
帯
広
市

27
日　
第
４
回
臨
時
会

〔
12
月
〕

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

12
日　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　
（
補
正
予
算
ほ
か
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

17
日　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　
（
一
般
質
問
、
そ
の
他
）

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

議
員
研
修
会
に
参
加

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

会議の詳細は会議録で
　定例会や臨時会などの会議の内容は、
会議録に詳細に記録しています。
　町のホームページや町図書館で閲覧す
ることができます。
問合せ先　議会事務局まで
☎015-574-2222

会議録はこちら
議
会
日
誌

議
会
の
動
き

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
議
会
の
動
き　

ほ
か

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


